
土石流模型実験を見る「はれるん」第１５号

秋 の イ ベ ン ト 情 報

荒川の歴史的砂防施設や
神秘的な見所を楽しもう！！

荒川流域の砂防の歴史はとても古く、渓流に調和した砂防堰堤が整備され
ています。これらの砂防堰堤群は土木学会の選奨土木遺産や文化庁の登録
有形文化財に認定されています。

探訪会のコースの中では荒川流域の最初の砂防堰堤でもある地蔵原堰堤、地蔵原堰堤に次いで２番目に古い荒
川砂防第１堰堤、荒川流域で最も堤長が長い荒川第５堰堤を見ることができます。

また、荒川の神秘的な見所である「天沼のへつり」や荒川をひとまたぎできる箇所もあります。

あづまの郷ウォークは毎年１１月３日にあづま総合運動公園一帯で開催され、県内外から多くの参加者が集まり

ウォーキングを楽しみます。 コースは７～２０kmの５部門から選択、秋のふくしまを満喫しましょう。

昨年は約１，９００名が参加しました。

吾妻山山系砂防出張所では、今年もゴール地点にて土石流模型実験やパネル展示を行います。

歩こう 秋の ふくしま

荒川沿いを駆け抜ける！！
あづま荒川クロスカントリーは年齢や体力に合わせてコースを選択、県営あづま陸上競技

場を発着点とし、荒川の河川敷や林間の歩道を駆け抜けます。クロスカントリーの最長コー

スでは登録有形文化財に認定された地蔵原堰堤や、さらに上流にある荒川遊砂地、大暗渠

砂防堰堤を通過します。荒川の美しい景観を楽しみながら、完走を目指しましょう。

昨年の荒川探訪会の様子。天沼のへつりにて。

第１２回あづま荒川クロスカントリーの様子。荒川の河川敷を駆け抜ける！

７年連続水質ランキング東北第１位の清流・荒川をきれいに！！
荒川づくり協議会会員の方々や荒川周辺の企業・団体・町会の方々が集まり、７年連続水質ランキング東北第１

位に輝いた清流・荒川の清掃作業を定期的に行っています。これまで５月と７月に荒川第５堰堤から阿武
隈川合流点まで清掃作業を行いました。今回は荒川資料室周辺の清掃作業を行います。

清流・荒川を守るためにぜひ参加されてみてはいかがでしょうか。

●荒川探訪会・荒川クリーンアップ作戦のお問い合せは「ふるさとの川・荒川づくり協議会」（TEL ０２４ー５９３－３５２５ 荒川資料室）まで

●第８回あづまの郷ウォーク大会・第１３回あづま荒川クロスカントリー大会のお問い合せは
（財）福島県都市公園・緑化協会（あづま総合運動公園） TEL ０２４－５９３－１１１１まで
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９月５日（日）、福島地方気象台主催の「お天気フェア２０１０ in 四季の里」が開催され、当出張所では今年も土石

流模型実験を実施しました。
「お天気フェア」は、気象や防災に関する知識の普及を図ることなどを目的として福島気象台により毎年開催され

ているもので、同所での開催は今年で３回目となりました。
遊びに来た子供達からお年寄りまで多くの皆さんに、土石流の恐ろしさと土石流災害を防ぐ砂防堰堤の効果を実

感していただきました。

土石流災害防止について学ぶパネル展示コーナー。
災害の経験や備えに関するアンケートにもご協力いただきました。

砂防堰堤が土砂をしっかりキャッチ！
たまった土砂は勢いを減じて下流に流れます。

砂防堰堤が土砂をしっかりキャッチ！
たまった土砂は勢いを減じて下流に流れます。 砂防堰堤がないため建物や道路が土砂に襲われてしまいました。砂防堰堤がないため建物や道路が土砂に襲われてしまいました。

福島市消防本部のインパルス銃
（ハイテク消火銃）です。
消防車が入れない狭い現場で
活躍します。
ガスで空気を圧縮し水を飛ばして
消火します。
カラーコーンも吹っ飛ぶ威力！

福島気象台の津波実験です。

水がせり上がって津波になり、

陸地にまで達する様子が

わかります。

この実験装置は気象台職員さん

の手作りとのことです。

日時：１０月１７日（日）午前１０時より
（雨天中止）

場所：松川湧水公園（新松川橋左岸下流）


